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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力部と、この入力部から入力されるデータを格納するデータベースとを有し、
　前記入力部から入力されるか又は前記データベースに前記入力部を介して格納される，
災害発生の観測対象箇所において災害の発生要因毎に予め観測された観測学習データと，
前記観測対象箇所における前記予め観測された観測学習データに対応する災害の発生・非
発生に関する学習データとを災害発生学習データとし、
　災害の発生・非発生に対して放射状基底関数ネットワーク手法（以下、ＲＢＦＮという
。）を用いて，前記災害の発生要因毎に観測された前記観測学習データ及び災害の発生・
非発生に関する前記学習データによって予め解析されて，前記入力部から入力されるか又
は前記データベースに前記入力部を介して格納される，前記観測学習データに対応した災
害の発生・非発生に関するＲＢＦＮ値をＲＢＦＮ値学習データとし、
　前記入力部から入力されるか又は前記データベースに前記入力部を介して格納される，
回帰関数データを読み出しつつ、この回帰関数データに，前記災害の発生・非発生に関す
る前記学習データと前記ＲＢＦＮ値学習データのピーク値とを前記入力部又は前記データ
ベースから読み出して代入し、式［４］で示される災害発生確率関数（Ｐ）を回帰分析す
るための式［１］～［４］を設定する解析条件設定部と、
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